
 

 

平成２９年度おかやま協働のまちづくり賞応募用紙 
平成 29 年 10 月 30 日 

岡山市長 様 

 

                 応募者代表 団体名 特定非営利活動法人 

青少年自立支援すたんど 

                       氏 名 河野 香里 

 

平成２９年度「おかやま協働のまちづくり賞」に応募します。 

取組の名称 人生の大先輩から学ぼう！ 

 

 

取組の概要 

 

 
※インターネット投票を行

うサイトにそのまま掲載

します。 

今年のテーマとの関連が

わかるよう、目的（解決

を目指している課題）及

び取組概要を 300 字（句

読点含む）以内で記載し

てください。 

不登校児童生徒や引きこもり者などとの交流やアドバイスを、高齢者の

方々を講師として招き、若者が悩んでいる状況からの脱却に関与していた

だき、趣味特技などを生かし、生活や気持ちに張りを持って活動していた

だきます。 

「学校にいきにくい」、「学校にいけたりいけなかったり」、「学校にいけ

なくなってしまった」、「引きこもってしまった」といった人たちに高齢者

などの人生の大先輩から「習字」、「囲碁」、「烏城彫り」、「園芸」などを学

ぶ活動です。 

悩んで迷って停まってしまった人たちの、良きアドバイザーとして、そ

の講師をして頂いている高齢者の方々に活躍していただいています。 

協働団体 
 

特定非営利活動法人リスタート 

特定非営利活動法人ステップ 

特定非営利活動法人まちづかい塾 

NPO 団体りそうプロジェクト 

 

取組の実施期間 始期：平成 29 年 4 月～ 

□ 平成  年  月終了 

□ 継続予定 

□ 平成  年  月頃終了予定 
※該当するものに し時期の予定し必要事項記入し

てください。 

●次の書類等を添付してください。 

①〔様式１〕協働による社会課題解決の取組の内容 

②〔様式２〕取組実施団体概要書 

③写真等取組イメージ画像の電子データ（１枚） 

インターネット投票を行うサイトのエントリー一覧に掲載します。エントリー一覧は、応募順（事

務局受付順）の掲載になります。     

④取組内容や成果、協働の姿をわかりやすくまとめたシート（Ａ４またはＡ３）１枚 

このデータをもとに、事務局でポスターを作成し、展示等を行います。シートの作成が技術的に

困難な場合は早めにご相談ください。ＥＳＤ・市民協働推進センターでシートづくりをお手伝い

します。 

⑤その他取組の説明資料：Ａ４で４ページ以内で添付してください。 

 ※提出していただいた書類等はすべて審査の対象となり、〔様式２〕以外は原則、ホームページ等 

で公開します。 

  



 

 

〔様式１〕  協働による社会課題解決の取組の内容 
 
 

取組の名称 人生の大先輩から学ぼう！ 

平成 29年度 

募集テーマ 
楽しんで年を重ねられる社会のために 

テーマとの関連 

◎テーマをどのように受け止め、貴団体の取組と合致すると考えたのかをお書きください。 

 

高齢者の方々に対し、若者の社会的自立支援に関与していただくことで、日常生活

の活性や生涯学習につながると考えました。 
  

目的・解決をはか

りたい課題の状

況・目標 

②取組の目的、解決を図りたい社会課題の状況把握・ニーズ把握、解決後の姿（目標としている状況）

などについて記載してください。 

 

 長期間にわたり「不登校」「引きこもり」の社会問題に取り組んできましたが、この

たび、人生経験豊富で社会性の高い高齢者の方々と交流していただき、習い事を通し

人生観、勤労観、社会観などをご教示いただいています。 

 利用者様の方たちも、傾聴を重んじていただける高齢者の対応で心開かれ、こちら

から自主的に話をし相談をする様子がうかがえます。 

 この活動を継続していけば少しずつですが、社会的自立のスタートラインに立てる

のではないかと期待しています。 
 

取組の内容 

 
 

１ 取組の対象：対象地域、対象者、対象人数等 

 

対象地域：岡山市全域 

対象者：「趣味、特技を教えてくださる高齢者の方」など 

対象人数：7名程度 
 

２ 取組の担い手：取組への参加団体、参加人数等 

 

取組への参加団体：4団体 

参加人数：25名程度 
 

３ 活動内容、実施方法などを具体的な活動ごとに箇条書きでお書きください。 

 

・「不登校児童生徒」、「引きこもり者」などが高齢者から「習字」、「囲碁」、「烏城彫り」 

「園芸」などを習う活動。 

・「きらめきプラザ」の会議室などを利用して、講師、生徒の関係で学習する実践型。 

・開催時間は4時間なので、仕事相談や人生相談などにも時間がとれる。 

・専属のカウンセラーが同席するので、心理的な相談も大丈夫。 

 
４ 取組をＷＥＢ等で告知している場合はそのＵＲＬをお書きください。 

 

  WEBでの告知はありません。 
 

  



 

 

協働団体と 

その役割等 

 

団体名（代表者） この取組で果たしている役割 団体自身にとってこの取組をする理由やメリット 

特定非営利活動法人 

リスタート 

（林尚彦） 

引きこもり者の参加促進 利用者さまの体験活動の一環 

特定非営利活動法人 

ステップ 

（原昌広） 

不登校児童生徒の参加促進 利用者さまの体験活動の一環 

特定非営利活動法人 

まちづかい塾 

（藤本まりこ） 

引きこもり者の参加促進 利用者さまの体験活動の一環 

NPO団体 

りそうプロジェクト 

（林祥平） 

引きこもり者の参加促進 利用者さまの体験活動の一環 

   

取組の工夫 

 

取組の特徴 

◎地域資源や人的資源の活用など工夫した点を記載してください。 

 

 高齢者のサークルや公民館カルチャーなどで情報を収集し嘆願にまわったこと。 
 

◎協働する各団体の役割分担や、団体間の目的の共有の仕方、対等な協働関係を築いていくための工夫など、具体

的に記載してください。 

 

 情報交換や各団体の取組を理解するため、定期的な会議、面談を行った。 

 
◎取組の特徴やアピールポイントを記載してください。 

 

 高齢者と子供若者による、世代を超えた交流で互いの観念を活性化させることが 

できる。 
 

成果・効果 

◎取組を通じて得られた成果や、解決した社会課題の状況、また関連した地域への効果や変化などを

記載してください。 

 

 「不登校」「引きこもり」の社会問題を、人生経験豊富で社会性の高い高齢者の方々

と交流していただき、習い事を通し人生観、勤労観、社会観などをご教示いただいて

いる。また、利用者の方たちも、傾聴を重んじていただける高齢者の対応で心開かれ、

こちらから自主的に話をし相談をする様子がうかがえる。 
 

今後の活動展開 

など展望 

◎成果の普及や今後の活動展開など展望について記載してください。 

 

 この活動を継続していけば少しずつですが、社会的自立のスタートラインに立てる

のではないかと期待している。 
 






